


 

 
 
 
 

４ 鉄と硫黄の反応について調べるために，次のような実験を行った。後の１から４までの

各問いに答えなさい。 

 

【実験１】 

①鉄粉とじゅうぶんな量の硫黄の粉末を乳ばちでよく混ぜ合

わせた。その混合物の半分を試験管Ａに入れ，残りを試験管

Ｂに入れた。 

②試験管Ａに入れた混合物を図１のように加熱した。混合物の

色が赤く変わり始めたところで加熱をやめたが，その後も反

応は続いた。しばらくして試験管Ａの温度が下がったとき，

黒い物質ができていた。 

③温度が下がった試験管Ａと，加熱せずそのままにしておいた試験管Ｂにうすい塩酸を２，３

滴入れると，それぞれから気体が発生した。 

 

１ 実験１において，試験管Ａの中で鉄と硫黄が化合してできた黒い物質の化学式と名称を書

きなさい。 

 

２ 実験１において，試験管Ａ，Ｂにうすい塩酸を加えたときに発生したそれぞれの気体の性

質として適切なものを，次のアからオまでの中からそれぞれ１つずつ選び，記号で答えなさ

い。ただし，試験管Ａにおいて鉄はすべて硫黄と化合するものとする。 

ア ものを燃やすはたらきがある。 

イ フェノールフタレイン溶液を赤色に変える。 

ウ 卵が腐ったようなにおいがある。 

エ 石灰水を白くにごらせる。 

オ 水にとけにくく，空気と比べて非常に軽い。 

 

 

図２は，鉄と硫黄が化合するときの，鉄の質量と化合する

硫黄の質量の関係を表したグラフである。 

 

３ 実験１において，試験管Ａの中で鉄と硫黄が化合してで

きた黒い物質中の硫黄の質量の割合は何パーセントか。小

数第２位を四捨五入して小数第１位まで求めなさい。 

 

 

 

 

【実験２】 鉄粉 10ｇと硫黄の粉末５ｇからなる混合物を試験管に入れて，図１のように加

熱すると，黒い物質ができた。 

 

４ 実験２において，反応せずに残る物質は，鉄，硫黄のどちらか，書きなさい。また，その

物質は何ｇ残るか，求めなさい。ただし，鉄と硫黄のどちらか一方はすべて反応するものと

する。また，酸素との反応はおこらないものとする。 

 

 

 

５ 次の１から４までの各問いに答えなさい。 
 

１ 図は，ヒトのからだの血液循環の模式図である。

次のア，イについて，あてはまる血管を図中のＡ

からＨまでの中からそれぞれ１つずつ選び，記号

で答えなさい。 

ア 消化酵素のはたらきでできた栄養分を最も

多く含む血液が流れている血管 

イ 尿素が最も少ない血液が流れている血管 

 

２ 図の血管ＥとＦについて，血管内に弁がみられ

るのはどちらか，記号で答えなさい。また，この

弁のはたらきについて書きなさい。 

 

３ 出血したときに，血液を固めるはたらきをもつ

血液中の固形成分の名称を書きなさい。 

 

４ 肺で取り入れられた酸素は，赤血球中のヘモグ

ロビンと結びついて運搬され，やがてからだの中

の細胞に取りこまれる。しかし，赤血球は毛細血管の外へ出ることはないので，からだの中

の細胞は赤血球と直接触れあうことができない。 

それでは，からだの中の細胞はどのようにして酸素を取りこんでいるのか。「血しょう」，

「組織液」という２語を用いて説明しなさい。 

 

 

 

  

図 

令和３年度滋賀県立大津高等学校特色選抜 

受検番号  総合問題Ⅱ 【２枚目】



 

 

 

 

６ 電熱線から発生する熱で，水をあたためる実験を行った。後の１から４までの各問いに

答えなさい。 
 

【実験１】 図１のように，電熱線に６Ｖの電圧を加えて 100ｇの

水をあたためる。６Ｖの電圧を加えたときの電力が６Ｗ，９Ｗ，

18Ｗになる３本の電熱線Ａ，Ｂ，Ｃを用いた場合の水の上昇温度

を調べたところ，表のようになった。 

 

表 

電流を流す時間（分） 2 4 6 8 10 

水の上

昇温度

(℃) 

電熱線Ａ(６Ｖ－６Ｗ) 1.2 2.4 3.6 4.8 6.0 

電熱線Ｂ(６Ｖ－９Ｗ) 1.8 3.6 5.4 7.2 9.0 

電熱線Ｃ(６Ｖ－18Ｗ) 3.6 7.2 10.8 14.4 18.0 

 
１ 実験１において，電熱線Ａに流れる電流の大きさは何Ａか。また，電流を２分間流す間に

電熱線Ａで消費される電力量は何Ｊか。それぞれ求めなさい。 

 

２ ６Ｖの電圧を加えたときの電力が12Ｗになる電熱線を用いて，実験１と同様の実験を行っ

た場合には，水の上昇温度はどのように変化するか。表の結果から考えてグラフに表しなさ

い。 

 

３ 表の結果について，電熱線の電力をＰ[Ｗ]として，電流が x[分]の間流れたときの水の上

昇温度をＰ，x を用いて表しなさい。 

 

 

【実験２】 図２のように，電熱線Ｄと，実験１

で用いた電熱線Ｃを直列に接続し，一定の電圧

を加えてそれぞれ 100ｇの水をあたためる。電流

を２分間流すと，電熱線Ｃであたためた水の上

昇温度は 1.6℃，電熱線Ｄであたためた水の上昇

温度は 2.4℃であった。 

 

４ 電熱線Ｄの抵抗は何Ωか。また，実験２にお

いて電熱線Ｄに流れた電流は何Ａか。それぞれ

求めなさい。ただし，実験２においても，電熱

線の電力と水の上昇温度の間には，表と同様の

関係が成り立つものとする。 
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